












































































年度当初目標設定

中間評価（６月末実績）

年度末確定評価
1/31現在

令和６年度　博物館施設 目標設定・評価シート

施設名        　近代美術館

Ⅰ 自己点検・分析

１ 館の使命・ビジョン

２ 現状分析と課題の抽出

３ チェックリスト（自己点検表）

Ⅱ 目標設定

１ 中期重点目標と取組みの設定

２ 単年度指標による数値目標と達成値

３ 取組みの概要

Ⅲ 評価

１ 自己評価総括

２ 外部評価委員等によるコメント

資　料　２



Ⅰ 自己点検・分析

２ 現状分析と課題の抽出

Ⅱ 目標設定 　

１ 中期重点目標と取組の設定

【中期重点目標】
①  美術資料の体系的な収集と適切な保存のための施設の確保に向けた検討  令和５～９年度
②  調査研究と企画展・常設展等の更なる充実　　　　　　　　　　　　　　　   　　 令和５～９年度
③　利用者のための快適な環境づくり　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 令和５～９年度
④　子供たちの感性と創造力の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和５～９年度
⑤　地域の賑わいや活性化の創出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和５～９年度
⑥  デジタル技術の活用の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　令和５～９年度

【取組】
①　美術作品取得基金における動産の買戻しへの働きかけと新収蔵庫等の確保に向けた検討
②　収蔵作家、埼玉ゆかり作家の調査研究とその成果を生かした展示等の実施
　　　＜企画展・常設展の満足度　各年度９０％以上＞
③　美術館と北浦和公園の計画的な施設設備の整備
　　　＜改修・修繕件数　R5:30件、R6:30件、R7:30件、R8:30件、R9:30件＞
④　子供向け教育・普及事業の充実
⑤（１）地域の賑わいや活性化を創出する取組の実施
　 （２）一般向け教育・普及事業の実施
⑥　収蔵作品のデジタル画像（高精細画像を含む）の公開
　　　＜公開画像件数　R5：1900件、R6:2300件、R7:2700件、R8:3100件、R9:3500件＞

１　美術と出会い、新たな考え方や価値を発見するための体験を提供します。
２　人々が集い、参加し、交流するための基地となります。
３　未来を創る子供たちの感性と創造力を育みます。
４　地域や県民とともに進化する美術館を目指します。

・出会い・発見・感動をキーワードに、新たな視点に基づく企画展・常設展や美術の楽しさを体感できるプ
ログラムの提供に努めており、今後も更なる充実を図る必要がある。
・そのためには、美術資料収集基本方針に基づいた体系的なコレクションを形成し、作品の継続的な収
集と適切な保存に努めるとともに、美術館活動の基盤となる調査研究を推進しなければならない。
・美術館では、展示室に加え、レストランやミュージアムショップなども備えているが、より上質な空間とゆ
とりの時間を提供できるような工夫をしなければならない。併せて、高齢者・障害者を含め誰もが利用しや
すく、居心地の良い環境となるよう老朽化した施設設備の整備に努める必要がある。
・また、「MOMASのとびら」をはじめとする、子供向け教育・普及事業を積極的に実施している一方で、子
供たちが感性や創造力を生き生きと発揮できる事業の検討が求められている。
・地域との連携を一層深めるとともに、美術館が地域の賑わいや活性化に寄与することが求められてい
る。併せて、地域住民の憩いの場である北浦和公園の整備と活用も進める必要がある。
・デジタル化に対応するため、収蔵作品のデジタル・アーカイブ化とその公開を進めるなど、デジタル技術
を活用した取組を推進して新たな顧客層の開拓を進めることが必要である。

施設名　　　　近代美術館

１ 館の使命・ビジョン



Ⅰ－３ チェックリスト（自己点検表）

1
2

3

項目 チェック内容 達成度

施設名　　　　　近代美術館

達成基準

課題等

（１）全館共通項目

①
資料の収集方針、収集計画に基づき、資料収集を適切に行って
いるか 2

寄贈・寄託による作品収集は
行っているが、予算上作品購
入が困難な状況。

未実施、又は取り組まれていない
実施しているが、取組が不充分

実施、又は達成している

作品情報は公開している。
画像は、著作権者に意向を
伺いながら、可能な作品
は、公開の手続きを進めて
いる。

コレクション・トーク

② 映像資料や情報資料等を収集しているか 3

①
収蔵・展示資料の保存管理に関する要項に基づき、資料の保存
管理を適切に実施しているか 3

資料のデータベースの情報を適宜更新し、公開しているか。 3

②
資料の所在確認とともに状態の点検を定期的に行うなど、資料
を適切に管理しているか 3

① 収蔵資料の館外貸出及び特別利用に適切に対応しているか。 3

②

③
資料の修復や保存処理等の措置を計画的あるいは必要に応じ
て行っているか 2

予算の範囲内で修復作業を
行っているが、十分ではない。

④

収蔵資料をホームページやSNS等で紹介・更新しているか

③
収蔵資料のデジタル・アーカイブ化（画像を含めた）に取り組ん
でいるか 3

常
設
展
示

① 展示設備等を適宜点検しているか 3

④ 展示解説等を適宜実施しているか

② 常設展示は定期的に更新しているか。 3

③
展示ガイドあるいは解説リーフレットを作成し、必要に応じて内
容を更新しているか 3

展示替え毎に、閲覧できる解説
カードを設置している。

3

⑤ アンケート結果等を活かした展示改善を実施しているか 3

⑥
日本語を母語としない入館者に配慮した案内表示や展示パネ
ル表示、パンフレット等の配布を行っているか 2

⑦ 観覧者の満足度は得られているか 3

学
習
支
援
・
普
及
事

業

①
誰もが参加しやすい普及事業を実施しているか（参加申込み方
法・プログラム内容・サポート体制等） 3

②
アンケートなど県民の意見をプログラムの開発・改善に取り入れ
る工夫をしているか 3

③ 来館者用の図書・情報コーナーを適切に運営しているか

④ 学芸員実習やインターンシップを積極的に受け入れているか 3

資
料
活
用

資
料
の
保
存
管
理

資
料
収
集

館内サイン、常設展示の作品
名は、英語表記等で対応済
み。企画展のコーナー解説や
掲出物の翻訳は一部に限る。

3

3



項目 チェック内容

情
報
発
信

①
SNS等その他のあらゆる媒体を活用して、誰もが受け取ることが
できる情報発信に努めているか 3

②
資料その他の専門分野に関する調査研究の成果を生かした情
報発信に努めているか 3

③ 定期的に内容を更新し、常に新しい情報発信を行っているか

④
デジタル技術を活用したコンテンツの制作・公開に取組んでいる
か 3

著作権者に了解を得られた
資料から順次、デジタル画像
等を公開している。

県
民
と
の
協
働
・
地
域
連
携

①
ボランティア活動に関する規程に基づいて、適切に運用されてい
るか 3

② ボランティア研修を適切に実施しているか 3

③ 外部団体が館事業に参加する機会を設けているか 3

④ 地域で実施されるイベント等に積極的に関わっているか

⑤ 地域の多様な主体との連携に取り組んでいるか

3

3

調
査
研
究

① 収蔵資料に関する調査研究に積極的に取り組んでいるか 3

②
資料の保存・管理、展示・教育普及、博物館経営等の博物館学
分野での調査研究に取り組んでいるか 3

③
館の所在する周辺地域や地域資料についての調査研究に取り
組んでいるか 3

④ 学芸員の専門分野についての調査研究に取り組んでいるか 3

調査研究の経過や成果を、さまざまな媒体・方法（著作物、展
示、講演、研究発表等）で公開しているか 3

①
施設の維持・改善についての計画を策定し、定期的に更新して
いるか 3

3

③ 一般駐車場と障害者用駐車場を区別しているか 3

手すり、点字ブロック、音声ガイダンスなどユニバーサルデザイ
ン化への取り組みがなされているか 2

トイレ等の音声ガイダン
スは未実施。

⑤ 館内サインの英文標記など国際化への対応はとられているか

③ 施設が地域の賑わい創造や活性化に活用されているか 3

① 施設利用のための情報を公開しているか 3

3

⑥
展示室内の安全性の確保（監視員の配置・監視カメラの設置
等）に努めているか。 3

④

施設を一般及び学校団体等の利用に提供しているか 3②

④
施設利用が、地域や他施設・機関・学校等との連携に役立って
いるか

施
設
の
利
活
用

施
設
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

②
バリアーフリー化など、改善必要箇所の把握のため自己点検を
行っているか

⑤

2
英・中・ハングル語のフロ
ア案内のみにとどまって
いる。

3



1
2

3

① 収蔵庫における収蔵作品と防災対策は適切か 3

② 展覧会会場の作品保全と防災対策は適切か 3

⑦
開館中や閉館時など、様々な場面を想定した避難訓練を
行っているか 3

③ 美術作品の梱包、運搬は適切に行われているか

④ 屋外彫刻のメンテナンスを行っているか 2
定期的に洗浄は実施してい
るが、対応が難しい彫刻素材
等の劣化がある。

施設名           　近代美術館
（２）館別独自項目

実施、又は達成している

項目 チェック内容 達成度

② 展示内容に即した弾力的な広報活動を実践しているか 3

収
蔵
作
品
等
の
保
全
と
危
機
管
理

達成基準
未実施、又は取り組まれていない
実施しているが、取組が不充分

3

④ アンケート結果等を活かした展示改善を実施しているか 3

課題等

企
画
展
示
の
実
施

①
企画展の理解を深めるため学芸員や関係者による展示解説、講
演会等を適宜実施しているか 3

教
育
普
及
お
よ
び
連
携
・

支
援
活
動
の
実
施

①
美術や芸術全般に対する理解を深めるテーマを設定した
事業を適宜実施しているか 3

③ 外部資金の導入に努力しているか 3

② 授業や部活などの受け入れ体制を整備しているか 3

地
域
・
他
機
関
と
の
交

流
・
協
力
事
業
の
実
施

① 地域・他機関・他美術館との協力事業を実施しているか 3

②

③ 教員の資質向上を目的とした研修を実施しているか

彫刻あらいぐま、ポリスコン
サートを実施。また、自治会
も含めた公園の防災設備の
使用訓練等を実施予定。個
人・近隣企業のボランティア
による植栽の手入れ等も実
施している。

③
北浦和公園を活用した地域との交流・協力事業を実施して
いるか 3

3

学校への職員派遣など、授業協力を実施しているか 3

⑤ 大学と協働して学生を適切に指導しているか 3

企画展等を通じ国外美術館等と相互交流を図っているか 3

④

⑤ 危機管理マニュアル等は適宜、見直しを行っているか 3

⑥ 危機管理マニュアル等は、全職員に周知しているか 3



Ⅱ－２ 単年度指標による目標値と達成値

令和7年1月31日現在

203,000 人

158,751 人

37,730 人

32,789 人

670 人

620 人

912,250 件 基準値：875,550件　目標参考値：912,242件

776,937 件 1月末時点

240 件 基準値：238件　目標参考値：238件

161 件 1月末時点

25,992,000 円

15,826,430 円

37,557 人

21,418 人

40 校

30 校

50 校

63 校

1,390 人

2,181 人

90％以上 ％

97.00%

30 件

35 件

2,300 件

3,100 件

収蔵作品
のデジタル
画像

公開画像件数 134.8%
中期重点目標による取組

※ 利用者数＝常設展観覧者数+無料入館者数+アウトリーチ参加者数   常設展観覧者数＝特別展・企画展観覧者数+常設展のみの観覧者数
※ 基準値：過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値　　目標参考値：基準値と昨年度値を比較して大きい方の数値  目標値：目標参考値の1の位を繰り上げした数値  ※ 目標値の
設定については、経年の実績を同じ指標で比較することで、それぞれの年度の特徴づけをするために、新型コロナウイルス感染症に よる利用者への影響等を考慮しないで、例年通りの方法を
採用した。

上半期は、主に各著作権者への意向確認、写真のスキャニングな
どの作業を実施。年度末にまとめて公開作業を行う予定。

6
使命2

施設設備
の整備

改修・修繕 改修・修繕件数 116.7%

使命4
デジタル技
術の活用

7

施設名　　　　　近代美術館

利用者数

経営努力
使命1～3
活用・利用

提供

目標値の設定根拠

＊当該年度予算計上額（企画展）

視点

67.1%

6

業者依頼分：21件　職員対応分：14件（レストランドアノブ、流しの
詰まり修繕、樹木伐採、展示パネルキャスター交換など）

100.0%
中期重点目標による取組

目標値

中期重点目標による取組

アブソリュート・アブソリュート・チェアーズ（令和6年度）/6,190人、
吉田克朗/8,863人、木下佳通代/6,365人

企画展:ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ･ﾁｪｱｰｽﾞ 97％､吉田克朗 96％､木下佳通代
95％ ／常設展:MOMASｺﾚｸｼｮﾝ(6/8-8/25)99％､(8/31-
11/24)97％

基準値：846人　目標参考値：1.386人

基準値：31校　目標参考値：36校

86.9%

使用料及び手数料　12,332,390円
財産収入　3,494,040円

R5年4期4・5月分：人、R6年1期：人、2期:人、3期：
（時点）

1月末現在。（1月末時点で、3月までの予約校数
10校）

基準値：45校　目標参考値：45校

達成率

60.9%

使命3
子供向け

事業

学校団体の美
術館利用校数

達成率

1月末現在。（1月末時点で、3月までの予約校数2
校）

実施予定の企画展の予算積算人数
57.0%

156.9%
28回実施（2回中止）

アンケート

学校での鑑賞
授業の回数

126.0%

特記事項達成値

75.0%

ＭＯＭＡＳのと
びら参加人数

指標

企画展・常設展
の満足度

企画展観
覧者

5
使命1
満足度

使命3
学校との

連携
2

ＭＯＭＡＳ
のとびら

授業協力

4

3

学校利用

使命3
学校との

連携

5

1
年間企画展観
覧者数

使命1
展示公開

項目

観覧料および
事業等収入額

１日当たりの利
用者数

（２）館別独自項目

3

4
デジタル情
報の利用状
況

HPアクセス数

使命1～４
全般的活

用

広報活動
使命1～４
情報発信

メディア掲載件
数

92.5%

使命2・4
情報発信・

活用

（年間入館者＋アウトリーチ）÷開館日数

（137,649人+3,094人）÷252日

年間入館者とアウ
トリーチ参加者数

2

教育振興基本計画を踏まえた目標値

年間常設展観
覧者数

利用者数

85.2%

1

基準値：34,956人 目標参考値：37,724人

視点

使命1～４
全般的活

用

使命1
展示公開

常設展観
覧者

特記事項達成値
項目

78.2%

（１）全館共通項目

目標値の設定根拠
指標

目標値

基準値：過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均

値

目標参考値：基準値と昨年度値を比較し大きい方の数値

上記の過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値

（基準値）か昨年度値と比較して大きい方の数値（目標参考値）

基準値：過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値

目標参考値：基準値と昨年度値を比較し大きい方の数値

基準値：過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値

目標参考値：基準値と昨年度値を比較し大きい方の数値

上記の過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値

（基準値）か昨年度値と比較して大きい方の数値（目標参考

値）

上記の過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値

（基準値）か昨年度値と比較して大きい方の数値（目標参考

値）

上記の過去５年間の最小値及び最大値を除いた分の平均値

（基準値）か昨年度値と比較して大きい方の数値（目標参考



１　数値目標による評価
（１）全館共通項目
　　〇　利用者数、利用状況、広聴・広報、経営努力
　　新型コロナウイルスによる利用者の減少を回復させるため、企画展、常設展等のさらなる周知を図
る。
　　また、引き続き感染症拡大防止に努めながら、トークイベントや担当学芸員の作品解説のほか、主催
事業の参加者の増加を見込んでいる。
（２）館別独自項目
　　〇　企画展
　　館ＨＰやチラシの配布など広報活動により企画展内容の魅力発信を行い、入館者数の増に結びつけ
ていく。
　　〇　学校との連携
　　広報活動等を積極的に行うことにより学校の美術館利用を促進し、学校での鑑賞授業回数を増やし
ていく。
　　〇　子供向け事業
　　ＭＯＭＡＳのとびらなどについて、引き続き感染症拡大防止に努めながら、よりたくさんの参加者を募
ることができるよう、内容の充実と広報活動を進める。
　　〇　情報提供サービス、インターネット活用などの利用状況
　　美術館に関心を持ってもらえるよう広報を充実させ、年間レファレンス対応件数を伸ばすとともに、
ホームページの内容を魅力あるものに改善していく。
　　〇　満足度
　　企画展・常設展については既に満足度が90％以上と高い満足をいただいている。来館者の声を聴
き、各展示の充実に努めていく。

３ 取組の概要 施設名　　　　　近代美術館



Ⅲ 評価

１ 自己評価総括

（１）評価

（２）課題と対応の方向

２ 外部評価委員等によるコメント

施設名　　　　　近代美術館


